
 
   

  
 
 

  

SAJ Farm でボランティア学生を受け入れました  
  

昨年末頃、学校法人郁文館夢学園の卒業生で大

学 2 年生の引地優さんから SAJ 事務局に連絡があ

りました。SAJ の活動を知るためにボランティア

としてカンボジアに行きたい、とのことでした。

そこで、主に SAJ Farm の宿泊所に住み込んで作

業してもらうということで、受け入れが決まりま

した。このようなことは SAJ 史上初の出来事でし

た。彼はこのボランティアのためにずっとアルバ

イトをしてお金を貯め、今回の 1 ヶ月のための準

備期間からの諸費用を全て自分で賄いました。初

めて訪れたカンボジアでは、日本とはあらゆる

点で大きく違う環境に戸惑い、カルチャーショ

ックを受けたようでした。ボランティア期間の

大半は農場に滞在し農作業をしてもらい、数日間は孤児院に宿泊して子ども達と共に過

ごし、プノンペンではカンボジアの歴史を知るため、トゥールスレイン拷問所やキリン

グフィールド虐殺場を見学してもらいました。  
ここに彼がボランティア終了後に書いた作文の一部をご紹介します。  
 

カンボジアでの 1 ヶ月を振り返って       3/1 引地 優  
 1 ヶ月間農場で暮らして、「いただきます」と「ごちそう

さまでした」を心から言える人間になる事ができた。1 ヶ月

様々な経験をする事によって、食物は卓上に当たり前に出て

くる物ではないと体感し、痛感した。毎朝のように口にして

いる白米。そのおおもとである稲刈りを一日かけて作業した。

午前中 4 時間、午後 4 時間。炎天下での仕事は想像以上に過

酷だった。あれだけ苦労しても、日本に帰ったら当たり前の

様にゴハンは出てくる。ここで大切な事は当たり前に感謝す

る事だ。孤児院では小さい頃に親を亡くした多くの子ども達

と触れ合い、カンボジアの現実を知った。ポルポト政権時に

知識人をたくさん殺されてしまった為に、教育体制もしっか

りしていない。一方、日本に住み自分はどうだろうか。この

一ヶ月を通して、日本の生活（自分の生活）が恵まれ、そ

の日本に自分がどれだけ依存しているかが分かった。  
自分がいかに脆弱か。日本の環境に、親を頼って生きて

きた 20 年。カンボジアではこの事を嫌という程味わいました。悔しい事も多くありまし

た。自分の 20 年間に自信を無くしそうな時もありました。日本に帰国したら、この経験
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を最大限活用する事が、一ヶ月間の真価だと思います。当たり前のことを当たり前にで

きる大人になる事を目指します。  
 
帰国後、彼は御礼と報告のために SAJ 事

務局に訪問してくれました。帰国後約 1 ヶ月

経っていましたが、未だ興奮冷めやらぬ面持

ちで話をしていました。彼の顔つきがたくま

しく見えたのは日焼けのせいだけではなか

ったと思います。  

100 円 サ ポ ー タ ー 新 規 加 入 あ り が と う ご ざ い ま し た  (順 不 同 )  
【 ワ タ ミ フ ー ド サ ー ビ ス ㈱ 】  「 和 民 」 天 満 橋 店  「 坐 ・ 和 民 」 上 野 駅 前 通 店  Ｊ Ｒ 京 橋 北

口 店  烏 丸 店「 JD 和 民 」 練 馬 店  大 船 モ ノ レ ー ル 店「 わ た み ん 家 」 新 居 浜 店  有 楽 町 日 比
谷 口 店「 Ｔ Ｇ Ｉ 」Ｍ Ｍ ２ １ ク ロ ス ゲ ー ト 店  【 宇 都 宮 セ ン タ ー 】【 越 谷 セ ン タ ー 】【 東 松 山 セ
ン タ ー 】【 関 西 セ ン タ ー 】【 岩 国 セ ン タ ー 】【 日 高 セ ン タ ー 】     

募 金 箱 回 収 あ り が と う ご ざ い ま し た  (順 不 同 、 敬 称 略 ) 
【 ワ タ ミ フ ー ド サ ー ビ ス ㈱ 】「 和 民 」た ま プ ラ ー ザ 店  調 布 南 口 店  大 宮 東 口 店「 わ た み ん 家 」

横 浜 西 口 南 幸 町 店  水 道 橋 駅 西 口 東 京 ド ー ム 口 店  「 坐・和 民 」寝 屋 川 市 駅 前 店  阪 急 十 三
西 口 店 「 ゴ ハ ン 」 秋 葉 原 駅 前 店 【 ㈱ イ チ ネ ン 】【 ひ と り 一 箱 】【 ㈱ ら ぼ ぬ る 】  

【 情 熱 ダ イ ニ ン グ ㈱ 】  【 ワ タ ミ 全 体 会 議 】                      
 
募 金 箱 の 回 収 は 郵 便 局 や 銀 行 で の 振 込 み あ る い は 、 SAJ 事 務 局 へ の 持 参 に て 承 り ま す  

募 金 箱 の 新 規 設 置 や 交 換 、 SAJ の 活 動 に 関 す る ご 意 見 、 ご 質 問 は  
お 気 軽 に SAJ 事 務 局 ま で お 問 い 合 わ せ 下 さ い 。  

公 益 財 団 法 人 School Aid Japan お 振 込 先 ご 案 内  
SAJ へ の お 振 込 み は 

郵 便 局  00140-5-345903 ま た は  三 井 住 友 銀 行  蒲 田 支 店 （ 普 ） 4353626 
口 座 名 ： 公 益 財 団 法 人 School Aid Japan（ コ ウ エ キ ザ イ ダ ン ホ ウ ジ ン ス ク ー ル エ イ ド

ジ ャ パ ン ）  
※ 災 害 支 援 の 場 合 、 お 振 込 み 人 名 義 の 前 に “ ボ キ ン ” と ご 記 入 下 さ い 。  

SAJ 事務局長が SAJ Farm、プノンペン事

務所、孤児院の職員に依頼し、彼にカンボジ

アの歴史や SAJ の活動を知ってもらえるよ

うなスケジュールを立ててもらいました。ト

ゥールスレイン拷問所やキリングフィール

ド虐殺場への案内、孤児院に数日間泊り込

みで子ども達と過ごせるようにしてもら

うなど、職員達にしっかりと受け入れの準

備をしてもらえたことで、カンボジアの現状

や、SAJ の活動をより詳しく知ってもらえた

と思います。毎日のように炎天下の下、SAJ
職員と共に汗を流して作業し、辛い経験もし

たと思います。また、自分のお金でボランテ

ィアに行ったこと。これらの経験なくしては、

ここまでの思いには至らなかったのではな

いかと思います。SAJ としては受け入れ準備

やら何やら初めてのことも多く、大変でした

が、彼にとって貴重な経験になったので、良

かったと思います。この経験を一つの糧とし

て、将来活躍できる人になってくれたら嬉

しいと思います。  

SAJ Farm 職員と一緒に稲刈り  
真ん中が引地さん  

SAJ Farm の壊れた柵を直す引地さん  

 


